






























審査委員         主査  野口 定久  日本福祉大学 特別任用教授
副査  原田 正樹  日本福祉大学 教授
山田 壮志郎 日本福祉大学 准教授


































































2020 年 10 月 8 日の第 6 回大学院福祉社会開発研究科社会福祉学専攻会議において,川村岳
人氏の博士学位審査請求論文が受理された.学内審査委員 3名（野口定久,原田正樹,山田壮志郎）
は,それぞれに提出論文を精査した上で,2020 年 11 月 10 日に第１回目の口頭試問（ZOOM）を行
い,本論文の概括的評価と論点について意見交換した.そこでの指摘事項の修文を課した.第 2 回
目の口頭試問を 11月 26日（ZOOM）に行い,修正箇所を確認した.2020 年 12 月 10 日第 8 回大学院
福祉社会開発研究科社会福祉学専攻会議において第 1 次審査は合格となった.その結果を受け






































2021 年 2 月 5 日,川村岳人氏への最終試験（口頭試問,ZOOM）を実施した.まず,はじめに川村氏
が事前に用意した口頭試問発表資料を ZOOM画面に提示し,12月 12日実施の公開発表会および審査委
員の指摘事項の修文個所を中心に本論文の意義と主張すべき論点について要領よく説明がなされた.
また,本研究の到達点と弱点,今後の研究課題についても明快に語った.続いて,審査委員長が本論文
の全体的な評価を述べた後,両副査の審査委員が本論文の弱点や,今後の出版に向けた留意事項につ
いても触れられた.一つひとつの問いに対し,氏は本研究の到達点と限界を述べたうえで,真摯に回答
した.また,本論文で取り上げた大規模公営住宅団地に居住の社会的脆弱層のスティグマや社会的孤
立と福祉コミュニティのつながりといった居住福祉と地域福祉の融合領域への展開は,氏の今後
の研究（出版）に期待することで一致した.最後に英語力に関しては,引用・参考文献に多数の英語
原著論文および著書が含まれており,本文中への引用にも多用されていることをもって英語力の確認
を行った.
４.結論
本審査委員会は,川村岳人氏は日本福祉大学学位規則第 12 条および第５条第２項により博士学位
（社会福祉学）を受けるにふさわしいものと判断し,合格と判定する.
以上
